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医療用品４ 整形用品
管理医療機器 歯科用精密スライドアタッチメント 38580000

マルチコン１システム

【形状・構造及び原理等】

形状：

構成：本品を構成する部品は下記のとおりである。

２）フィメールの設定

①マルチコン１システム（ＨＳＬ／ＫＥ１６）の場合

二歯以上の支台歯にワックスパターン完成後フィメールをパラ

レルホルダーにセットし、測定した着脱方向に合わせてパター
ンに位置させます。

②マルチコン１システム（デグノーム／スペーサー）の場合

スペーサーフィメールにてフィメールの形態が確実に再現でき

るよう一層モデリングワックスを塗布しておきます。フィメー

ルを形成する部分以外にワックスを塗布すると、バリが生じた

り、正確にフィメールの形態を再現することができませんので

ご注意ください。
ミリングマシーンにスペーサーフィメールを装着します。次に

１次固定部にスペーサーフィメールを固定します。その後、シ

ャフト部をセパレーティングディスクでカットします。ワック

スから突出した部分は、埋没材中の維持部となりますので除去

しないでください。

３）埋没・鋳造

①マルチコン１システム（ＨＳＬ／ＫＥ１６）の場合
埋没する際は、フィメール内に確実に埋没材を注入してくださ

い。フィメール中に埋没材が完全に満たされていないと、金属

の巻き込みや、鋳造時のフィメール位置関係のずれが生じる場

合がありますので注意してください。リング係留時間は、通常

よりも１５～３０分長めに設定してください。

②マルチコン１システム（デグノーム／スペーサー）の場合

スペーサーフィメール取り付け部にワックスの不足がないこと
を確認のうえ、通法どおり埋没を行います。使用する埋没材の

膨張（硬化膨張、加熱膨張）は、鋳造後のフィメールサイズに

関係なく、良好な適合を得ることができます。

４）ディベスティング（掘り出し）

鋳造リングが十分冷却された後、通法により埋没材を除去して

ください。（水中急冷を避け、必ず放冷してください。）

掘り出しの際、押し湯部分をハンマーなどで叩くと変形の原因
となりますので、器具などで慎重に掘り出しを行ってください。

スペーサーフィメールを使用した場合は、５０μｍのガラスビ

ーズを最大２気圧でブラスティングし、慎重にスペーサーフィ

メールを除去してください。

５）硬化熱処理

マルチコン１システム（デグノーム／スペーサー）の場合

１次固定部を「デグノーム」で製作した場合は、熱処理を行っ
てください。熱処理の方法は以下のとおりです。

熱処理方法：４５０℃で１５分係留→室温まで放冷

６）メタルミリング

支台歯と１次固定部の適合確認後ミリングマシーンを用いて正

確にメタルミリングを行ってください。メタルミリングを行う

場合、フィメール部を傷付けないように注意してください。（メ

ール部との適合が悪くなります。）

７）ブレージングアーム及び義歯金属床の製作

アタッチメントを使用する義歯には、必ずリジッドコネクトを

達成するため、十分な強度を持った適合の良いブレーシングア

ームを設定してください。ブレーシングアームは義歯の動きを

規制し、義歯にかかる力を的確に支台歯へ分散、アタッチメン

トの保護など重要な部分となります。

①複模型を使用して製作する場合

デュプリケーティングエイド（複印象用）をフィメール部へ確

実に挿入し、デュプリケーティングエイドと粘膜面との間隙を

ワックスで封鎖します。複模型製作用シリコーン印象材（デグ

フォーム）を用いて複模型を製作します。通法に従い、ブレー

ジングアーム部及び金属床部分を製作します。

部  品
材 質

タイプ

ﾃﾞｸﾞﾉｰﾑ/ｽﾍﾟｰｻｰ HSL/KE16
メール

フィメール

リテンションキャップ

ｱｸﾃｨﾍﾞｰﾃｨﾝｸﾞｽｸﾘｭｰ

フィクセーションスクリュー

スペーサーフィメール

Au-Ag-Pt合金

Au-Ag-Pt合金

Au-Ag-Pt合金

Au-Ag-Pt合金

酸化ｱﾙﾐﾆｳﾑ

Au-Pt合金

Au-Pt-Pd合金

Pt-Ir合金

Ti-6Al-4V合金

Ti-6Al-4V合金

【使用目的又は効果】

部分床義歯の維持装置で、固定部と可撤部からなる。固定部は残存

歯の歯冠補綴物に、可撤部は義歯床に固定し、口腔内において義歯

床を正位置に維持する為に使用する。

［使用目的］

両側・片側遊離端欠損、中間歯欠損の義歯部維持装置

【使用方法等】

１）１次固定部のワックスアップ

通法により１次固定部の歯冠回復を行います。その後の作業

を考慮してミリング作業に適したワックス厚み、形態を確保

します。

メタルフレームの強度を得るため、厚みは最低でも0.3mm以

上とし支台歯の連結部も十分な強度が得られるよう、広い連

結面積をとってください。
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②パターンレジンを用いてブレーシングアームを製作する場合

モデリングエイドをフィメール部へ確実に装着し、パターンレ

ジンを築盛します。マルチコン１システム（ＨＳＬ／ＫＥ１６）

の場合、リテンションキャップの材質が白金イリジウム合金の

ため鋳接を行うことが可能です。鋳接を行う場合、モデリング
エイドではなく、メール部を使用してください。

パターンレジンがメールスリット部に入らないよう、あらかじ

めワックスなどでブロックアウトしてください。

マルチコン１システム（デグノーム／スペーサー）の場合は、リテ

ンションキャップの材質がデグノームとなるため鋳接をするこ

とができません。リテンションキャップと義歯部の連結には、

ろう付又はアタッチメント固定用の合着用レジンセメント（デ

グフィルＫＥ）をご使用ください。

８）リテンションキャップとの合着

義歯部とリテンションキャップ合着面にアルミナサンドブラ

スト処理を行ってください。

義 歯 部：粒度２５０μｍ  ２気圧

リテンションキャップ部：粒度  ５０μｍ  ２気圧

リテンションキャップをサンドブラストする際はメール部を

傷つけないようにメールホルダーを使用してください。（ブラ
スティング後はスチームクリーナーなどで表面を洗浄し、以後

合着面に触れないよう注意してください。合着面に油分が付着

すると、合着力が低下する恐れがあります。）デグフィルＫＥ

の取扱説明書に従い練和し、両者を合着します。

［使用方法等に関連する使用上の注意］

１）義歯の設計は、必ず患者口腔内粘膜状態、咬合状態、支台歯

の骨植状態を十分考慮して行うこと。特に遊離端欠損の場合
は義歯の安定を図るため、結節を含む十分な床面積を確保す

ること。

２）アタッチメントを付与する部位は、必ず二歯以上の支台歯を

連結すること。

３）アタッチメントの保護及びリジッドコネクト達成のため、正

確に適合したブレージングアームを付与すること。

４）アタッチメント分解時には、微細パーツの紛失に注意するこ

と。

５）アクティベーティングスクリューのネジ山を壊してしまうこ

とがありますので、専用のトルクスパナを使用すること。

６）必ず６ヶ月に１回リコールをし、粘膜面及びブレージングア
ームの適合状態の確認・調整及び、アタッチメントのクリー

ニングを行うこと。

７）ろう付作業中は換気に十分注意するとともに、保護めがねを

使用して目を保護すること。また、作業終了後は速やかに洗

面、洗眼、うがいなどを行いフラックスによる汚染を除くこ

と。

８）フラックスは歯科用フラックスを使用すること。

９）歯科用フラックスを使用する場合には、その説明書に表示し

てある使用上の注意事項を守ること。

【使用上の注意】

１）使用注意

①本品を使用する前に「マニュアル」をよく読むこと。
②口腔内で本品の削合や研磨を行わないこと。

③本品の研磨作業などの際には、粉塵による人体への影響を避け

るため、局所吸塵装置、公的機関が認可した防塵マスクなどを

使用し、粉塵を吸入しないこと。

④本品の研磨の際には、目の損傷を防ぐために、保護めがねなど

を使用すること。

⑤本品は、小さな製品なので、特に口腔内での誤飲には注意する

こと。
⑥本品は、１患者１回限りとし、反復使用及び複数患者には使用

しないこと。

２）重要な基本的注意

①本品の使用に対して発疹、皮膚炎などの過敏症がないことを確

認すること。

②本品の使用により発疹などの過敏症状があらわれた患者には、

使用を中止し、医師の診断を受けさせること。
③本品については、試験によるＭＲ安全性評価を実施していな

い。[自己認証による]

【保管方法及び有効期間等】

［保管方法］

本品は、歯科の従事者以外が触れないように適切に保管・管理す

ること。

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

製造販売業者 デンツプライシロナ株式会社

製造国 ドイツ

製造業者 デグデント社  DeguDent GmbH

［問い合わせ窓口］

カスタマーサービス

電話番号          0120-789-123
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